


p.114の図

日本産魚類検索 全種の同定 第三版（中坊徹次編、東海大学出版会、2013）によると、従来の（本文中の）
メダカはキタノメダカとミナミメダカに分けられた。図は、この分類にしたがい再編集した。

■メダカの分布

【キタノメダカ】 Oryzias sakaizumii
　北日本集団 （図の①）
　ハイブリッド集団 （同②）

【ミナミメダカ】 Oryzias latipes
　南日本集団　次の八つの型に分けられる
　1. 東日本型 （図の③）
　2. 山陰型 （同④）
　3. 瀬戸内型 （同⑤ 岡山県中央部を境にして、さらに
   東瀬戸内型と西瀬戸内型に分けられる）
　4. 北部九州型 （同⑥）
　5. 有明型 （同⑦）
　6. 薩摩型 （同⑧）
　7. 大隅型 （同⑨）
　8. 琉球型 （同⑩）



p.115の写真

（写真は全て「神奈川県立生命の星・地球博物館」および「国立科学博物館魚類写真データベース」（撮影者:瀬能宏）より引用した。）

⑩南日本集団琉球型

⑧南日本集団薩摩型

⑥南日本集団北部九州型

⑤-2 南日本集団西瀬戸内型

⑦南日本集団有明型

⑨南日本集団大隅型

⑤-1 南日本集団東瀬戸内型

③南日本集団東日本型

②ハイブリッド集団

④南日本集団山陰型

①北日本集団
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